
２ Webページの CMS化 

 

  愛教研のＷｅｂページは、これまで以下の（1）、（2）の２つの方法で管理してきていた。 

 

（1）HTML形式 

各委員会がホームページビルダー等の Webページ作成ソフトにて作成し、そのデータを愛教研

事務局に送り、事務局にて情報教育委員会が更新作業を行う、という形式である。昨年度より、

データのやり取り用のＵＳＢメモリを各委員会に用意し、修正を加えたものに修正レポートを添

えて送り返すようにした。この方法により、常に最新の情報がＵＳＢメモリの中に残っているこ

とになり、作成ミス等が少なくなっている。 

しかし、更新作業日まで更新されないため即時性が失われること、ホームページビルダー等の

Web ページ作成ソフトが必要なこと、学校の Web ページが CMS 化されているところが多くなり作

業になれていない教員が多くなったこと等がデメリットとして挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （2）レンタルサーバーに独自に Webページを作成 

    委員会独自で作成するので、愛教研の Webページからはリンクのみという方法である。独自に

更新ができるため即時性がある。 

しかし、サーバーのレンタル費用がかかることや、開設や維持更新にそれなりの知識や技術が

必要とされることなどがデメリットとして挙げられる。そのため、事務職員部や中学校技術・家

庭科委員会等限られた委員会にしか採用されていない。 

 

  そこで、愛媛県総合教育センターの協力のもと、今年度より CMS（content management system）

による更新ができるようにした。以下に記す(3)の方法である。 

 

（3）CMSによる運営 

    学校の Web ページを作成している Xoops の新しいバージョンを使って作成できるようにした。

この方法により、時間差の無い掲載ができること、委員会がサーバー費用を負担しなくてよいこ

と、ホームページビルダー等の難しい専用ソフトを使わなくてよいこと等のメリットが得られる

こととなった。さらに、CMS を活用して作成し、メールまたは FAX の送信元を特定できる方法で

更新報告をする場合には、更新報告書の印鑑を省略できるようにした。そのため、更新処理の手

間を随分と省くことができるようになった。 
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  今年度より使えるようになった CMS であるが、以下の 18 もの局・部・委員会が既に CMS による運

営に移行している。（12月 15日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  初年度に 18もの局・部・委員会が移行したことから、Webページの CMSへの対応は時代に合った必

要な措置だったと考える。このように、今後も、より便利に、より安全に、より有効な情報が掲載さ

れている愛教研 Webページの運営に努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ＜CMS で作成した各委員会へのリンクページ＞ 
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局 

福利厚生局 

部 

研究部、文化部、青年部、養護教員部、福利厚生部 

教科等委員会 

国語委員会、算数・数学委員会、理科委員会、音楽委員会、図工委員会、 

保健体育委員会、家庭科委員会（小学校）、道徳委員会 

専門研究委員会 

健康教育委員会、統計教育委員会、進路指導委員会、情報教育委員会 


